
１　収益的収支に係る決算の概要

２　収益的収支決算額の主なもの（前年度決算比）

（1）　収益
①　入院収益　･･･　消化器内科、循環器内科などで患者数の減
②　外来収益　･･･　消化器内科、循環器内科などで患者数の減
③　他会計負担金　･･･　紋別市からの不採算部門繰出金の増
④　基金収入補助金　･･･　他会計負担金などの医業外収益の増及び材料費・経費などの医業費用の減
⑤　構成市町村補助金　･･･　基礎年金拠出金公的負担経費や非常勤医師旅費などの増
⑥　長期前受金戻入　･･･　起債元金償還金収益化分の増

（2）　費用
①　給与費　･･･　内科の診療体制確保に係る非常勤医師の増員など
②　材料費　･･･　患者数の減よる医薬材料費の減
③　経費　･･･　業務改善による委託料などの減

（単位：千円）

平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ２ ９ 年 度
決 算 額 現 計 予 算 額 決 算 額

（Ａ) （Ｂ) (Ａ)－(Ｂ)
3,407,180 3,441,272 3,509,330 △ 102,150

　 1,915,386 1,928,869 2,098,036 △ 182,650
入 院 収 益 868,519 883,425 927,268 △ 58,749

１日平均患者数（人） 66.7 67.0 67.3 △ 0.6
延 患 者 数 （ 人 ） 24,343 24,375 24,556 △ 213
収 益 単 価 （ 円 ） 35,678 36,243 37,761 △ 2,083

外 来 収 益 921,645 919,197 1,038,815 △ 117,170
１日平均患者数（人） 323.9 327.0 356.2 △ 32.3
延 患 者 数 （ 人 ） 79,027 79,690 86,918 △ 7,891
収 益 単 価 （ 円 ） 11,662 11,535 11,952 △ 289

そ の 他 医 業 収 益 125,222 126,247 131,953 △ 6,731
1,482,127 1,494,601 1,393,542 88,585

う ち 他 会 計 負 担 金 147,354 148,281 89,444 57,910
うち基金収入補助金 856,225 866,200 924,238 △ 68,013
うち構成市町村補助金 138,312 138,312 100,658 37,654
うち長期前受金戻入 289,390 289,418 246,576 42,814

9,667 17,802 17,752 △ 8,085
3,407,180 3,441,272 3,509,330 △ 102,150
3,312,261 3,344,485 3,419,583 △ 107,322

給 与 費 1,723,210 1,742,787 1,710,274 12,936
給 与 費 率 (%) 91.4 91.8 82.8 8.6

材 料 費 418,752 425,654 488,442 △ 69,690
医 薬 材 料 費 率 (%) 23.3 23.5 24.7 △ 1.4

経 費 648,359 654,171 702,885 △ 54,526
うち派遣職員負担金 27,571 27,594 26,511 1,060

減 価 償 却 費 504,657 504,713 505,187 △ 530
資 産 減 耗 費 5,857 5,573 4,895 962
研 究 研 修 費 11,427 11,587 7,899 3,528

78,364 80,186 72,263 6,101
うち議会費・監査委員費 1,243 2,017 1,268 △ 25
う ち 雑 支 出
（控除対象外消費税）

47,535 48,222 41,228 6,307

16,555 16,601 17,484 △ 929
0 0 0 0

△ 856,225 △ 866,200 △ 924,238 68,013
※給与費率には、非常勤医師及び紋別市派遣職員負担金を含む。

医 業 外 費 用

特 別 損 失
収 支 差
基金収入補助金を除く収支差
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特 別 利 益
病 院 事 業 費 用

医 業 費 用

平成３０年度広域紋別病院企業団病院事業決算について

　病院事業収益及び支出の総額は、それぞれ34億718万円となりました。うち、医業収益は、消化器内科の
常勤医師1名減及び総合診療科、循環器内科の常勤医師退職に伴い患者数が減少したことから、1億8,264万
9千円減少（前年度決算比、以下同じ）しました。また、医業外収益では、紋別市からの不採算部門繰出金
の増加により、他会計負担金が5,791万円増加しました。一方、医業費用では、患者数の減少により材料費
が減少したほか、業務改善により委託料が減少したことから1億732万2千円減少しました。
　収支不足を補てんする基金収入補助金は8億5,622万5千円で、前年度決算額より6,801万3千円の減少とな
りました。

差 引
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３　資本的収支に係る決算の概要

４　資本的収支決算額の主なもの

（1）　収入
①　企業債

②　他会計負担金　

③　他会計借入金

④　返還金　･･･　看護師等修学資金貸付金返還金2名
⑤　補助金　･･･　平成30年度患者情報共有ネットワーク構築事業補助金

（2）　支出
①　建設改良費

②　企業債償還金　･･･　H24～28病院事業債借入分に係る元金償還
③　長期借入金償還金　･･･　H23～26過疎債借入分に係る交付税非措置分の元金償還
④　貸付金　･･･　貸付対象者17名（新規3名・継続14名）
⑤　基金　･･･　国債及び定期預金による運用利息の積立

（単位：千円）

平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ３ ０ 年 度 平 成 ２ ９ 年 度
決 算 額 現 計 予 算 額 決 算 額

（Ａ) （Ｂ) (Ａ)－(Ｂ)

304,354 304,081 104,257 200,097
　 103,600 105,000 23,200 80,400

166,502 167,579 71,827 94,675
31,020 31,500 6,930 24,090

0 1 0 0
2,800 1 2,300 500

432 0 0 432
う ち 基 金 補 助 金 0 0 0 0
う ち 道 補 助 金 432 0 0 432

550,929 575,629 296,677 254,252
213,074 213,297 52,619 160,455

建 設 改 良 費 177,072 177,073 9,125 167,947
う ち 工 事 請 負 費 174,814 174,814 874 173,940
う ち 諸 負 担 金 2,009 2,009 0 2,009

固 定 資 産 購 入 費 36,002 36,224 43,494 △ 7,492
う ち 備 品 費 33,572 33,794 32,816 756

う ち 割 賦 購 入 費 2,430 2,430 0 2,430
225,201 225,201 224,796 405
97,090 97,092 2,188 94,902
15,563 20,039 17,074 △ 1,511

貸 付 金 9,900 14,363 10,050 △ 150
基 金 5,663 5,676 7,024 △ 1,361

0 20,000 0 0
△ 246,575 △ 271,548 △ 192,420 △ 54,155
△ 246,575 △ 271,548 △ 192,420 △ 54,155

　･･･　建設改良費
　　　　 看護師公宅建設173,880千円、落石町3丁目公宅配水管設備負担金2,009千円など
　　　 固定資産購入費
      　 医療機器購入33,572千円、備荒資金組合譲渡事業償還分2,430千円

他 会 計 借 入 金
固 定 資 産 売 却 代 金

収 支 差 ( ※ )

基金収入補助金を除く収支差

返 還 金

資 本 的 支 出
建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

長 期 借 入 金 償 還 金

款　項　目

資 本 的 収 入
企 業 債
他 会 計 負 担 金

予 備 費

投 資

補 助 金

※財源不足分（収支差）は、当年度分消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんする。

　収入は、看護師公宅建設及び医療機器購入などの財源となる企業債、紋別市負担金及び紋別市借入金の
ほか、退学による看護師等修学資金貸付金の返還金などで、3億435万4千円となりました。
　また、支出については、建設改良費、固定資産購入費のほか、病院事業債及び借入金の元金償還、修学
資金貸付金、有価証券等の運用益積立で、5億5,092万9千円となりました。
　なお、収支不足については、過年度分損益勘定留保資金などにより補てんを行いました。

差 引

　･･･　過疎債交付税措置分
　　　   看護師公宅建設61,390千円、医療機器購入10,990千円
　　　 企業債元金償還繰出基準交付税措置分　66,418千円
　　　 企業債元金償還繰出基準交付税非措置分　27,704千円

　･･･　看護師公宅建設87,800千円、医療機器購入15,800千円など

　･･･　過疎債交付税非措置分
　　　　 看護師公宅建設26,310千円、医療機器購入4,710千円
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